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い検討を行なったので報告する．

　検査方法：LAO，30度にてTc・HSA，6mCi静

注，deta採取は注入直後よりComputerとmicro－

dot，　imagerにより同時に行なった．　computerは

心電波形と同時にリストモードにて60秒間，さら

に10分後にヒストモードにて混和後のdeta採取

も行ない採血して検査を終了する．

　心機能解析には拍出量その他機能算出と駆出率

算出プログラムを行なった．

　結語：現在computer処理に要する時間はScin－

tiPac　200においては30分から1時間を要するが，

230に改良することにより処理時間が短縮される．

また，RI心血管造影法は良好なボーラス注射を

前提とするため通過遅延例などでは完全なdeta

処理が不可能なこともあり今後この処理について

は検討したい．

6．駆出率測定における拡張，収縮末期像のROI

　　設定の検討
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　われわれは，Sintiprc　200および230によるcom－

puter処理により，99mTc－HSAを右肘静脈より静

注し，心拍連動にて心血管造影を行ない，左室通

過時のカウントより，カウント法にて左室駆出率

測定を算出しているが，この場合拡張末期，およ

び収縮末期像にて，左室部の関心領域をカーソル

にて作成しているが，そのエリアの大きさにより

駆出率の値にバラツキがあり，これは関心領域の

設定に個人差があり，再現性が低いことにあると

考えられる．そこで関心領域を設定するための，

画像処理プログラムについて検討したが，その中

で，等高線表示による方法が再現性のある関心領

域設定を可能にすると考えられるが，今後の検討

が必要である．

7．高速高時間分解能法による左室容積曲線算出

　　の試み

　　　　（1）　電算機処理ならびに画像撮影法
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　心臓のポンプ運動を批握するため，収縮拡張の

経時的画像をシンチフォトにて撮影する心周期ゲ

ー ト法，左室容積変化を10msecでかつ短時間処

理の高速高時間分解能法を考案した．カメラは

PHO／GAMMA　HP，心電波形を自動的にR波と

期外収縮波に弁別する試作装置，シンチ画像を電

気的に縮少し，12コマ配置するシンチプログラマ

ー 750－01を収造，電算機はシンチパック200（20K

語）でデータ採取処理はアセンブラにより独自開

発した．

　被検者を仰臥位にし，99mTc一人血清アルブミン

10mCiを静注混和後に行なう．　R波に同期し一

心拍当たり10～12コマになるようゲート時間設

定し，経時画像を得る．電算機にはモニタ用とし

てゲート法により拡張・収縮末期画像を入力する．

高能率にするため左室近辺のデータがCPUを介

して選択され磁気ディスクに転送する．左室容積

曲線算出はカウント法とし画像再構成をしない．

検査処理時間は感度ムラ補正も行ない，10分程度

である．
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